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清水港におけるアカカミアリの確認について

１ 概要

環境省による全国65港湾調査が実施され、令和５年８月25日（金）に清水港新興津

埠頭で発見されたアリについて、専門家による同定の結果、要緊急対処特定外来生物

であるアカカミアリと確認された。

確認された個体について、発見箇所周辺ではベイト剤（殺虫餌）を設置した。

本県では、今回で14例目（本年度１例目）の確認となる。

２ アカカミアリの概要

体長3.8～8.0mm、ヒアリに比べると毒は弱いと言われているが、刺されるとアルカ

ロイド系の毒によって痛みを覚え、水泡状に腫れる。

３ 経緯

４ 県の対応

・港湾関係者に対し、アカカミアリの発見があったことを周知済。

・岸本教授の同行のもと発見箇所周辺のパトロールを実施し、状況に応じた防除の検

討・実施を行う。

・発見箇所周辺の監視・パトロールを継続的に行い、関係機関と連携して早期発見・

早期防除に努める。

日時 状況

８月25日 l 調査員が清水港新興津ふ頭内の２か所にてアリを発見し、

発見場所周辺にベイト剤を設置。

l ふじのくに地球環境史ミュージアム 岸本教授の同定の

結果、

①働きアリ 2,000個体程度 地面との出入り穴複数確

認（舗装とコンクリート台の継ぎ目部分）

②働きアリ 50個体程度 地面との出入り穴確認（舗装

とコンクリート台の継ぎ目部分）

について、アカカミアリであることを確認。


